
東京倉庫習志野茜浜２号倉庫　完成
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設計・施工／坪井工業

労働力の確保にも優位性のある立地に　東京倉庫株式会社　代表取締役社長　萬場　章弘

設計コンセプト

変化・要求に効率よく対応、利便と安全・安心も確保

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　４月１１日　（木曜日）

■工事名称：（仮称）習志野茜浜２号倉庫新築工事
■建物名称：習志野茜浜２号倉庫／ＮＸ新習志野Ⅱ
■工事場所：千葉県習志野市茜浜－－
■発　注　者：東京倉庫
■監理監修：シービーアールイー
■設　計　者：坪井工業一級建築士事務所
■施　工　者：坪井工業神奈川支店神奈川工事部

■主要用途：倉庫業を営む倉庫
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構造階数：Ｓ造４階
■工　　期：年月日～年月日

写真提供：坪井工業
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　習志野茜浜２号倉庫は、地上４階建て・延べ床面積，．㎡の物流倉庫となる。
　許容容積率％の敷地の中を最大限活用し容積率．％の建物規模とした。構造
はＳ造、ブレース付きラーメン構造を採用し、大スパンモジュールな空間実現させた。
　倉庫内空間計画では、保管型倉庫を想定し各階有効天井高．ｍを確保。倉庫内床荷
重は、．ｔ／㎡に対応している。
　外壁には、断熱性に優れ、耐久性のあるサンドイッチパネルを採用。フッ素塗装カラー
鋼板にコーポレートカラーのブルーを入れ３色で先進的な印象を与えながら習志野茜浜
１号倉庫との調和を持たせたデザインとしている。

　ＪＲ新習志野駅の目前、北側に市道、南側に県道と二方向を道路に挟まれている敷地
の中、車両動線の計画を建物中心とした一方通行とし、敷地出入口の位置は信号配置を
利用した出入りしやすい安全な位置に設けた。さらに南側県道を入口専用、北側市道を
出口専用に計画し、歩車分離となる歩行者専用通路を明確な位置に配置。施設利用車両
と利用者の安全性を第一とした。
　荷物動線計画では、トラックバースを１階は東西２方向に配置し、２階へはスロープ
棟を経由して車両が自走走行で上がり、効率的な荷物輸送ができる計画となった。建物
内平面計画では、南北側にそれぞれエントランスと各事務所機能を配置し各フロア８区
画分割使用可能な計画としており、縦方向の動線を繋ぐ荷物用エレベータは４フロア全
階停止可能タイプや２フロア停止可能タイプおよび垂直搬送機など計８台を組み合わ
せ、あらゆる角度の変化・要求に効率よく対応できる配置と設備を備えた物流倉庫であ
る。
　設備関係としては、維持管理に最大限配慮し、省エネかつ長寿命でメンテナンス性に
優れている照明機器や各設備機器を採用。カードリーダーによる入退出管理システム、
敷地内外に監視カメラ設備による防犯性を確保している。
　ＢＣＰ・災害時など約３日間対応可能な非常用発電機設備を備え、施設利用者利便と
安全と安心を備えている物流倉庫とした。

坪井工業一級建築士事務所　峰政男

トラックバース 倉庫内

事務室南面


